
Shimotsuke

広報しもつけ　2017.4
5

○
提
言
２

　

義
務
教
育
学
校
は
施
設
一
体
型

と
す
る

　

南
河
内
中
学
校
区
に
お
い
て
、

固
定
化
さ
れ
た
人
間
関
係
を
改
善

す
る
こ
と
が
難
し
い
現
状
が
あ

り
、「
挑
戦
す
る
姿
勢
」
や
「
自

己
表
現
力
」
の
伸
長
が
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
で
の
学
習
の

つ
ま
ず
き
が
、
教
科
担
任
制
と
な

る
中
学
校
で
の
学
習
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

１
～
９
年
生
担
当
の
教
職
員
が
同

一
校
内
に
い
る
こ
と
に
よ
り
、
学

習
の
つ
ま
ず
き
に
対
し
て
、
前
学

年
ま
で
の
既
習
内
容
に
戻
っ
て
そ

の
確
実
な
定
着
を
図
る
な
ど
の
補

充
的
な
学
習
を
効
果
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
発
展
的

な
学
習
を
望
む
児
童
生
徒
に
対
し

て
も
、
適
切
な
指
導
や
支
援
が
可

能
と
な
る
施
設
一
体
型
の
義
務
教

育
学
校
が
大
変
有
効
で
あ
り
、
児

童
生
徒
一
人
一
人
の
学
力
の
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
１
～
９
年
生
が
同
じ

施
設
内
で
生
活
す
る
こ
と
で
、
異

年
齢
集
団
で
の
交
流
が
盛
ん
に
な

り
、
学
年
を
越
え
た
児
童
生
徒
の

様
々
な
関
わ
り
の
中
で
、
自
己
有

用
感
（
※
２
）
や
自
己
肯
定
感
が

増
し
、
何
事
に
も
自
信
を
も
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

○
提
言
３

　

施
設
は
現
南
河
内
中
学
校
の
敷

地
内
に
設
置
す
る

　

現
在
、
３
つ
の
小
学
校
の
卒
業

生
の
ほ
と
ん
ど
が
南
河
内
中
学
校

に
進
学
し
て
お
り
、
南
河
内
中
学

校
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
義
務
教

育
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
距
離
の
面
で
も
児
童
生
徒

の
気
持
ち
の
面
で
も
抵
抗
が
少
な

い
と
判
断
し
ま
す
。
ま
た
、
南
河

内
中
学
校
の
校
舎
は
、
平
成
元
～

２
年
に
建
設
さ
れ
た
建
物
で
、
築

26
年
程
度
と
比
較
的
新
し
く
、
且

つ
平
成
29
年
度
か
ら
大
規
模
改
修

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
３
つ
の
小
学
校
は
、
昭
和

41
～
44
年
に
建
設
さ
れ
た
建
物
で

あ
り
、
築
47
～
50
年
が
経
過
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
建
物
は
、
公
共
施
設

の
耐
用
年
数
50
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
新
設
さ
れ
る
義
務
教
育
学

校
は
、
現
南
河
内
中
学
校
の
校

舎
・
敷
地
を
活
用
し
、
不
足
す
る

教
室
等
に
つ
い
て
は
校
舎
を
新
築

し
対
応
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

ま
す
。

南河内第二中学校区における小中一貫教育のイメージ

　

南
河
内
中
学
校
区
小
中
一
貫
教

育
推
進
協
議
会
（
会
長　

石
嶋
和

夫
氏
：
宇
都
宮
大
学
特
任
准
教
授
）

で
は
、
平
成
28
年
７
月
１
日
、
下

野
市
長
か
ら
の
南
河
内
中
学
校
区

に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
推
進
の

諮
問
を
受
け
、
今
年
度
、
６
回
の

協
議
会
を
開
催
し
本
中
学
校
区
に

お
け
る
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充

実
に
向
け
た
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま

し
た
。

　

２
月
14
日
、
第
６
回
協
議
会
に

お
い
て
、
前
述
し
た
第
一
次
提
言

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
今
後
、
義
務
教
育
学

校
開
校
に
向
け
、
教
育
課
程
や
施

設
整
備
、
学
習
指
導
な
ど
様
々
な

分
野
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
た

め
、
設
立
準
備
委
員
会
や
作
業
部

会
を
発
足
さ
せ
、
決
定
し
た
検
討

内
容
は
、
段
階
的
に
市
長
へ
提
言

す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎(

32)

８
９
１
８

義務教育学校の概要

問
２

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

今
年
の
天
平
の
花
ま
つ
り
は
何
回
目
？　

①
38
回
目　

②
36
回
目　

③
11
回
目

【
用
語
解
説
】

※
1 

中
一
ギ
ャ
ッ
プ

　

中
学
進
学
時
、
新
た
な
環

境
で
の
学
習
や
生
活
へ
移
行

す
る
段
階
に
お
け
る
、
不
登

校
、
い
じ
め
の
増
加
、
学
習

意
欲
の
低
下
な
ど
の
諸
問
題
。

※
2 

自
己
有
用
感

　

自
分
の
属
す
る
集
団
の
中

で
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
大
切

な
存
在
で
あ
り
、
人
の
た
め

に
役
に
立
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
を
自
分
自
身
で
認
識

す
る
こ
と
。

南
河
内
中
学
校
区
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会

今
後
も
段
階
的
に
提
言

項　目 具 体 的 内 容
教育目標  9年間の教育目標を設定
組　織  校長１人　一つの職員組織

修業年間 ９年間(入学式１回、卒業式１回)

学年区分 ９年間を自由に区切ることができる
（例：４−３−２制）

学　習 ９年間のカリキュラムによる授業

授業
スタイル

 担任の授業、教科担任制
（例）１〜４年：担任による授業
　　　５〜６年：一部教科担任制
　　　７〜９年：完全教科担任制

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
四

つ
の
中
学
校
区
毎
に
小
中
学
校
の

継
続
性
・
系
統
性
の
あ
る
教
育
活

動
（
小
中
連
携
教
育
）
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
下
野
市
教
育

大
綱
等
の
計
画
に
基
づ
き
、
小
中

一
貫
教
育
を
展
開
す
る
た
め
、
各

種
事
業
の
実
施
や
研
修
会
等
で
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

南
河
内
第
二
中
学
校
区
に
お
い

て
も
、
祇
園
小
学
校
、
緑
小
学
校

と
南
河
内
第
二
中
学
校
と
の
施
設

分
離
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

る
た
め
、
義
務
教
育
９
年
間
で
子

ど
も
を
育
む
指
導
や
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

南
河
内
第
二
中
学
校
区
の

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て


